
日当たりの良い河原や里山
などにごく普通に生える。

ヨ
モ
ギ
は
お
い
し
く
薬
に
も
な
る

「
ヨ
モ
ギ
」
と
聞
い
て
何
を
連
想
し
ま

す
か
？ 

草
餅
、
お
灸き
ゅ
う

、
山や

羊ぎ

汁じ
る

な
ど
住

ん
で
い
る
地
域
や
年ね
ん

齢れ
い

層そ
う

な
ど
で
連
想

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
こ
と
が
、
こ

の
ヨ
モ
ギ
の
特と
く

徴ち
ょ
う

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
人
が
ヨ
モ
ギ
と
呼
ん
で
い
る

植
物
は
、
国
内
で
は
、
本
州
か
ら
九
州
・

小お

笠が
さ

原わ
ら

に
分
布
す
る
ヨ
モ
ギ
（
別
名
・
カ

ズ
ザ
キ
ヨ
モ
ギ
）
と
、
関
東
地
方
以
西
に

分
布
す
る
ニ
シ
ヨ
モ
ギ
、
近
畿
地
方
以

北
に
分
布
す
る
オ
オ
ヨ
モ
ギ
の
3
種
で

し
ょ
う
。
こ
の
３
種
は
分
類
上
か
な
り

近き
ん

縁え
ん

で
見
分
け
が
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

観
察
会
な
ど
で
出
合
う
確
率
の
高
い

の
は
、
こ
の
３
種
で
す
が
、
ほ
か
に
も

ヨ
モ
ギ
の
仲
間
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
地
域
や
環
境
に
よ
っ
て

生
育
す
る
種
類
も
異
な
り
、
性
質
や
香

り
、
見
た
目
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

ま
す
。
日
本
で
ヨ
モ
ギ
属
は
約
30
種
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、世
界
を
見
る
と
、ヨ
モ
ギ
属
は
、

北
半
球
に
広
く
分
布
し
、
約
２
５
０
種

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
止
血
、
鎮
痛
、

抗
菌
、
血
行
促
進
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

古くから私たちの身近にあり、暮らしに利用されてた植物、ヨモギ。キク科
の植物で、独特のさわやかな香

か お

りがします。ヨモギの多様な活用の仕方を
想像しながら観察すると、見え方・感じ方が一味変わってきます。

山
やました

下智
ともみち

道
野草研究家。ハーブ王子の
名で、全国で観察会や講座
を開き活動中。

ハハコグサ

春においしい草
くさ
餅
もち

本州の近畿地方以北・北海道・
樺太・南千島

草餅は古くから食べられており、平安時代の『日本文徳天
皇実録』にすでに記されている。もと
もとは中国の上

じょう

巳
し

の節供（桃の節
句）に食べられた草餅が原点だ
と考えられている。平安時代の
草餅はハハコグサを練りこんだ
餅だったとされているが、江戸
時代にはヨモギの草餅が定着
していたようだ。

ヨモギ
（別名：カズザキヨモギ）

夏のヨモギは、葉の大き
さや形も春とは異なる。
お風呂に入れるのに向
いている。

春のヨモギは、柔らかく毛が多い
ので、お餅によくからむ。香りも良く、
草餅やハーブティーに向いている。

地域や環
か ん

境
きょう

で変わるヨモギ

分布
本州～九州
・小笠原・朝鮮



効
能
も
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
世
界
中

で
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
医
者
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ヨ
モ

ギ
属
の
タ
ラ
ゴ
ン
を
毒
消
し
と
し
て
利

用
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
で
も
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
、

ミ
ブ
ヨ
モ
ギ
か
ら
つ
く
ら
れ
た
回か
い

虫ち
ゅ
う

駆く

除じ
ょ

薬
が
活か
つ

躍や
く

し
て
い
ま
し
た
。

　

観
察
す
る
際
、
ヨ
モ
ギ
（
カ
ズ
ザ
キ
ヨ

モ
ギ
・
ニ
シ
ヨ
モ
ギ
・
オ
オ
ヨ
モ
ギ
）
と
ほ
か

の
草
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
葉
の

裏
や
茎く
き

の
白
い
毛
と
春し

ゅ
ん

菊ぎ
く

の
香
り
を
柔や
わ

ら
か
く
し
た
よ
う
な
香
り
で
す
。
味
や

香
り
、
触さ
わ

り
心
地
な
ど
、
感
覚
を
フ
ル

活
用
し
て
、
身
近
な
ヨ
モ
ギ
の
観
察
を

楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ヨ
モ
ギ
を
採
集
す
る
場
合
は
、
土
地
所
有

者
の
許
可
を
得
て
、
使
う
分
だ
け
を
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヨ
モ
ギ
に
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
方
も
い
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本コーナーは、エプソン
純正カートリッジ引取回収
サービスを利用されたお客
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沖縄ではニシヨモギをフーチバー
と呼ぶ。フーチバージューシー（ヨ
モギの炊き込みご飯）や沖縄そ
ばなどにニシヨモギの若葉をたく
さん入れて食べるのが沖縄流。
名物の山羊汁にも、たくさんのニシ
ヨモギを加えて山羊の臭みを和らげる。 山羊汁

（写真：摘み菜の会）

カワラヨモギ

お風呂に入れると体が温まり、
香りもよいのでおすすめ。

秋に咲くヨモギの花は、風の流れに身を任せ花粉
を運ぶ風媒花で、虫を呼ぶ必要がないので非常に
地味。ひとつの花のように見えるが実は複数の花
が集まっている（頭花）。中央に雄しべとまるまっ
た雌しべが付く両性花が複数あり、その周りをヒラ
ヒラした長い雌しべが付く雌花が囲む。

風まかせのヨモギの花
ニシヨモギ

分布
本州の関東地方以
西・九州・琉球・台湾・
中国・東南アジア・イ
ンド

分布分布
本州～琉球・朝鮮・中国・ネパール・
フィリピン

北海道～琉球・朝鮮・中国・フィリピ
ン・インド・アフガニスタン

オオヨモギ
分布

本州の近畿地方以北・北海道・
樺太・南千島

カズザキヨモギより高所に生え、草丈や
葉、頭花も大きい。アイヌではヨモギのこ
とをカムイノヤ＝神の草といい、神聖な草
として親しまれてきた。家の入口の両側に
ヨモギの束をぶら下げると、悪いものが入
ってこないと考えられていた。また、強い
香りが病魔を払うと信じられ、儀式などに
使われていたという。

河原や浜辺に生
え、葉の形状、
味や香りもセリ
科のハーブに
似る。

日当たりの良い河原や里
山に生える。
カズザキヨモギに比べ頭花
が大きく、葉が香り高い。

山野の日当たり良いところに生え、葉が
ヘラ型。葉の毛はほとんどない。香りも
味も薄い。

オトコヨモギ

両性花の雌しべ

雌花の雌しべ


